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研究内容

物質は光を受け取ると、そのエネルギーの一部を光として放出する、つまり「発光」を示す
ことがあります。身近なところでは、蛍光ペンなんかに利用されている技術です。

さて、光は電磁波の一種なので、物質から生じる発光も電磁波です。物質の中には、電磁波が
らせん状に進む発光を示すものがあります。この発光は円偏光発光（Circularly Polarized
Luminescence; CPL）と呼ばれます。CPLを示し、かつ「薄くて・透明な」フィルム状の材料
をつくることができれば、3Dディスプレイやデータストレージの品質向上など、様々なデバイ
スへと展開することができるはずです。

本研究では、無機層状化合物の一種である粘土鉱物に着目し、その層間へCPLを示す分子を取
り込ませることで、円偏光発光フィルムの開発を目指しました。現段階では、粘土の層間に確
かにCPL分子が取り込まれていること、層間に取り込まれた分子が確かに発光をしていること、
を確かめています。

CPLを示す
分子

粘土鉱物/有機物ハイブリッド

フィルムからの
発光の様子→

；イオンや水分子
ü 鉱物の一種
ü シートが積み重なった構造
ü シートとシートの間にはイオンや
水分子が存在

←きれいに精製すると
白色の粉末に！
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